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交通防犯課

実施内容

目標値の根拠 待機児童の解消を目標とします。

2,458

実施予定内容

（令和２年度目標値）
≪令和２年度目標値設定の考え方≫令和元年の犯罪率については、8.5（平成30年：10.2）と大幅に減少しましたが、平均的に減
少することを踏まえ算出しました。
≪令和２年度の実施予定≫設置済みの街頭防犯カメラ（49台）の清掃点検作業を依頼し、維持管理を行います。

実施内容

評価

190団体 182団体 95.8% A

2,090,000

・４～５月にかけ、既存の自主防犯団体や未加入の自治会あて申請書を送付し、登録
の働きかけを実施しました。
・広報かすかべ令和３年３月号に自主防犯活動団体への加入記事を掲載しました。

予算/決算
令和２年度

予算額

実施予定内容

（令和２年度目標値）190団体
《令和２年度目標値設定の考え方》団体数については、例年の平均的な新規加入団体から算出しました。
《令和２年度の実施予定》・４～５月にかけ、既存の自主防犯団体や未加入の自治会あて申請書を送付し、登録の働きかけを実
施します。・自主防犯活動団体の中から青色回転灯車でのパトロールを行う団体の募集も実施する。また、広報かすかべでの募
集も行います。

千円 決算額

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率

担当課防犯システム設置事業

970 千円 決算額 767,980

・設置済みの街頭防犯カメラの清掃点検作業を実施しました。（49台）
・昨年選定した14箇所に通学路における街頭防犯カメラを設置しました。（14箇所16台）
・令和３年度の通学路における街頭防犯カメラ設置場所を選定しました。（13箇所）
・令和４年度の設置場所を選定する予定です。

予算/決算
令和２年度

予算額

事業概要及び今後の方向性

10.2件 8.7件

評価

8.5件 7.1件 83.50% A

交通防犯課

事業概要及び今後の方向性

  防犯体制整備事業は、自主防犯団体と連携し子どもの見守り活動、防犯活動を行うとともに、青色回転
灯車による防犯パトロールを実施するものです。
  今後も、引き続き自主防犯団体について加入を促進します。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

自主防犯団体登録数 182団体 198団体（全自治会）

担当課防犯体制整備事業

目標値の根拠
全自治会が自主防犯団体へ加入し、活動することを
目標とします。

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率

　防犯システム設置事業は、街頭防犯カメラの適正な維持管理及び新規の街頭防犯カメラの設置を検討す
るものです。
　通学路における街頭防犯カメラ設置予定は、令和元年度から令和４年度までの４年間で、市内２２小学
校及び義務教育学校１校の通学路（学校区）に、概ね２台ずつ（合計４６台）設置していきます。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

犯罪率（人口千人あたりの刑法犯罪認知件数）
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―

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

　うごく子ども110番ステッカーを作成し、劣化している協力団体の車両のステッカー
の更新を行いました。作成・配布枚数:98枚

予算/決算
令和２年度

実施内容

担当課学校警察連絡協議会

令和２年度進捗率 評価

  学校警察連絡協議会は、子どもを犯罪の被害から守るため、情報交換・共通理解など、関係機関との連
携を図るものです。
  今後も、引き続き関係機関や地域、学校が連携の強化を図り、充実に努めます。

実施予定内容
　「青少年健全育成地域の集い」を実施予定。小・中・義務教育学校及び高等学校の
教職員、保護者、地域の方に参加いただき、実践発表や講演により青少年の健全育成
を図ります。

―

令和２年度目標値

令和２年度

学校総務課

事業概要及び今後の方向性

 うごく子ども110番は、児童・生徒の安全な登下校を確保することを目的とし、関係機関の公用車などに
「うごく子ども110番」のステッカーを貼ることで、子どもたちの不測の事態に備え、緊急の連絡や避難で
きる場所を確保するものです。
  今後も、引き続き関係機関や協力団体と連携し、｢うごく子ども110番｣活動の認識を高めます。

令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

決算額

事業概要及び今後の方向性

指導課

66 千円

―

担当課うごく子ども110番

　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、全体が集まって行う集会は実施でき
なかったが、小学校・中学校・高等学校の実践事例の発表や講師による講演を動画配
信しました。

実施内容

― ― ―

実施予定内容
　関係機関や協力団体と連携し、「うごく子ども110番」活動の認識を高めるため、「うごく子ども110
番」のステッカーを購入し、関係機関や協力団体の車両に貼り、活動の推進、啓発に努めます。特に今
年度は、協力団体への呼びかけを強化するなど、事業の推進を図ります。

講演会参加人数

令和２年度目標値 令和２年度実績値

169人 300人

目標値の根拠
地域、保護者、学校の連携強化を図るため、会の内容の充実、周知・広
報に努め年間20人ほど増やすことを目標とします。

予算額 114 千円 決算額 726,000

目標値の根拠 ―

予算/決算

200人 0人 0% B

63,000

―

予算額
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防犯教室・防犯研修会 担当課

こども政策課

指標 現状値（平成３０年度）

令和２年度進捗率 評価

実施予定内容 　市内8地区の補導会・育成会等と委託契約を行います。

予算額 ― 千円 決算額 ―

事業概要及び今後の方向性

　非行防止パトロールは、年間を通した非行防止パトロールを各地区の補導会・育成会等に委託して実施
するものです。
  今後も、各地区の実状に合わせて、パトロール活動の充実を図ります。

766,435

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

1,100回 378回

34校 34校 100% A

実施予定内容
　各校の実態に応じて関係機関から講師を招き、防犯教室や非行防止教室等を市内全
小・中・義務教育学校において実施します。

目標値の根拠
これまでの実績から現状値を維持していくことを、
目標とします。

指導課

実施内容
・各校の実態に応じて関係機関から講師を招いたり、動画を活用したりして、防犯教
室や非行防止教室等を市内全小・中・義務教育学校において実施しました。

事業概要及び今後の方向性

  防犯教室・防犯研修会、非行防止教室は、児童生徒が犯罪の被害に遭わないようにするため実施するも
のです。
  今後も、外部講師を招いて実施するなど、各学校の工夫により内容の充実を図ります。

担当課

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

防犯教室・防犯研修会または非行防止教室の実施 37校全校で実施 34校全校で実施

目標値の根拠
引き続き市内小中学校・義務教育学校34校全校での
実施を目標とします。

令和２年度目標値 令和２年度実績値

非行防止パトロール

予算/決算
令和２年度

目標値（令和６年度）

パトロールの実施回数 1,070回 1,100回

実施内容
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、パトロール活動を各地域の状況に合わせ
て、中止または自粛しながら実施しました。
・年378回　延べ1,101人

予算/決算
令和２年度

予算額 838 千円 決算額

34.40% B
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  防犯パトロールは、各小中学校・義務教育学校のＰＴＡにおいて、自転車などへのプレートの掲示によ
る、犯罪抑止活動を行うものです。
  現在、市内の小中学校・義務教育学校のＰＴＡで実施されており、今後も、引き続き活動の継続を支援
します。

担当課防犯パトロール 社会教育課

事業概要及び今後の方向性

―

目標値（令和６年度）

― ―　 ―　

目標値の根拠

現状値（平成３０年度）

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

指標

実施予定内容
市ＰＴＡ連合会の活動を支援するとともに、市ＰＴＡ連合会と地域や関係機関、協力
団体の連携を支援する。

―

担当課こどもかけこみ110番

― ―

社会教育課

事業概要及び今後の方向性

  こどもかけこみ110番は、店舗や一般家庭などにプレートの設置を依頼し、子ども達が事件などに遭遇し
た際に、駆け込んで助けを求めることができる場を確保するものです。
  今後も、引き続き地域や関係機関、協力団体と連携し、「こどもかけこみ110番」活動の継続を支援しま
す。

千円 決算額
予算/決算

令和２年度

予算額

実施予定内容 市内小中学校及び義務教育学校ＰＴＡの活動を支援します。

実施内容
市内小中学校及び義務教育学校ＰＴＡが実施する防犯パトロール活動における自転車
等に貼るステッカー配布を行うなどの活動を支援することにより、子ども達の安心・
安全を守るための取り組みを進めました。

― ―

―

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

プレート設置か所数 1,243か所 1,245か所

目標値の根拠
地域全体で子どもたちの安全を見守る場を確保でき
るよう、現状維持を目標とします。

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

1,188か所 1,152か所 97.0% A

実施内容
子どもかけこみ110番の家プレートの継続設置及び新規設置の依頼をすることにより、
市内各地域に子ども達が助けを求めることができる場を確保することができました。

予算/決算
令和２年度

予算額 ― 千円 決算額 ―
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担当課通学路における街頭防犯カメラ設置事業 交通防犯課

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

事業概要及び今後の方向性

  交通防犯課、春日部警察署及び教育委員会と通学路合同点検を実施し、危険箇所の抽出を行いました。
また、防犯カメラの維持管理・更新経費、画像抽出作業、本事業の継続性等を踏まえ、市内22小学校及び
義務教育学校１校の通学路（学校区）に、概ね２台ずつ（合計46台）設置していきます。

指標

通学路における街頭防犯カメラ設置台数 0台 46台

目標値の根拠
概ね各校の通学路（学校区）に２台（合計46台）設
置することを目標とします。

16台 16台 100% A

実施予定内容

（令和２年度目標値）14か所16台
｟令和２年度目標値設定の考え方｠令和２年度から４年度にかけて、平均的に設置する予定から算出しました。
《令和２年度の実績予定｠
令和２年度は、通学路に14か所16台の街頭防犯カメラを設置する予定です。
令和３年度の設置場所(13か所13台)の選定を行う予定です。

実施内容
・昨年選定した14箇所に通学路における街頭防犯カメラを設置しました。（14箇所16台）
・令和３年度の通学路における街頭防犯カメラ設置場所を選定しました。（13箇所）
・令和４年度の設置場所を選定する予定です。

予算/決算
令和２年度

予算額 14,745 千円 決算額 13,124,426
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令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率

担当課中学生社会体験チャレンジ事業 指導課

目標値（令和６年度）

市内全中学校・義務教育学校12校の実施

目標値の根拠
引き続き市内中学校・義務教育学校12校全校での実
施を目標とします。

事業概要及び今後の方向性

13校 12校

評価

予算/決算
令和２年度

予算額

実施予定内容
公立保育所では地域交流会、民間保育園では園庭開放や保育施設等地域活動事業によ
る地域の子育て家庭への育児講座などを実施します。

― 千円 決算額 ―

11,000人 3,457人 31.4% B

地域交流会　0人（新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止しました。）
保育所地域活動事業への参加人数　3,457人

実施内容

目標値の根拠
毎年度、20人程度の参加人数を増やすことを目標と
します。

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

930 0

実施予定内容 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、今年度は実施しません。

実施内容 実施なし

予算/決算
令和２年度

予算額 千円 決算額

12校 0校 0% B

  中学生社会体験チャレンジ事業は、市内中学１年生（義務教育学校後期課程１年生を含む）を対象に、
望ましい職業観や勤労観を育て、社会性や自立心を養うため、市内事業所において３日間の社会体験活動
を行うものです。
  今後も、受入れ事業所と連携し、生徒一人ひとりが目的を達成できるよう、事業の充実に努めます。

指標 現状値（平成３０年度）

参加人数 10,885人 11,000人

担当課地域とのふれあい 保育課

事業概要及び今後の方向性

　地域とのふれあいは、保育所（園）において、園庭を開放することにより、地域の子どもや親たちに、
他の子どもとのふれあいを通し、子育て支援を実施するものです。また、地域の人を対象に講演会を開催
するものです。
　今後も、引き続きあらゆる機会を活用して、地域との連携を図ります。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

44



②確かな学力の向上

基本目標３　地域ぐるみで子どもを育てる環境づくり　３－２　生きる力を育む教育環境の整備

77

円

78

円

指導課

事業概要及び今後の方向性

  少人数指導は、児童生徒や学校の実態を踏まえ、一人ひとりに応じたきめ細かな指導の充実を図るもの
です。
  今後も、個に応じた指導の充実を図り、着実に児童生徒一人ひとりの学力を向上させるため工夫・改善
を図ります。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

― ― ―

担当課少人数指導

事業概要及び今後の方向性

― ―

  道徳教育は、指導方法や指導体制の工夫及び改善を進め、児童生徒に道徳的実践力を育成するもので
す。
  現在、市内の全小中学校・義務教育学校で指導方法や体制の工夫改善を実施しており、今後も、児童生
徒一人ひとりに豊かな心を育む道徳教育の充実を図ります。

指標

児童生徒の実態に合わせた少人数指導の実施します。

千円 決算額

令和２年度目標値 令和２年度実績値

目標値の根拠 ―

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

― ― ― ―

― ― ― ―

実施予定内容

・児童の実態に合わせた少人数指導を実施しました。
・長期休業中や放課後等を使った補充学習を実施しました。

予算/決算
令和２年度

予算額

令和２年度進捗率

担当課道徳教育

― 千円 決算額 ―

指導課

現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

―

評価

実施内容

実施予定内容
・新学習指導要領にそった道徳の授業が展開できるよう道徳推進教師を中心に、校内研修を実施し、教
科書や道徳教育資料集「春日部の道徳」などを活用した授業の充実を図ります。
・道徳教育資料集「春日部の道徳」の見直しを図り、作成します。

実施内容
・学校ごとに「特別の教科　道徳」の年間指導計画作成・実施
・「春日部の道徳」の見直し・作成
・校内研修の実施

予算/決算
令和２年度

予算額

目標値の根拠 ―

50 383,790
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②確かな学力の向上

基本目標３　地域ぐるみで子どもを育てる環境づくり　３－２　生きる力を育む教育環境の整備

79

円

80

円

34校

予算額

令和２年度

予算額 ― 千円 決算額 ―

目標値の根拠
引き続き、市の体力向上推進委員会を年間３回開催
することを目標とします。

予算/決算

― ― ― ―

―

― ―

目標値の根拠

実施内容

34校 100% A

実施予定内容

・市内全小・中・義務教育学校において、校内に「体力向上推進委員会」を設置し、指導方法の工夫及
び改善を進め、体育の授業の充実を図ります。
・「春日部市体力向上推進委員会」を年3回実施し市としての課題把握と解決のための協議、情報の共有
を図ります。

担当課体育指導

令和２年度進捗率 評価

決算額

事業概要及び今後の方向性

市の開催回数３回 市の開催回数３回

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

・コロナ禍における児童生徒の体力について実態把握及び学校の実態に合わせた体力向上の取
組を実施しました。
・書面による春日部市体力向上推進委員会を実施。課題把握と解決のための手立てを周知する
とともに体力向上に係る情報提供をしました。

予算/決算
令和２年度

実施内容

担当課総合的な学習の時間

指導課

事業概要及び今後の方向性

  体育指導は、指導方法の工夫及び改善を進め、体育の授業を充実するものです。
  現在、市内の全小中学校・義務教育学校で指導方法の工夫改善が進められており、今後も、児童生徒一
人ひとりの体力向上を図る体育授業の実践につなげていきます。

指導課

― 千円

市の体力向上推進委員会の実施

令和２年度目標値 令和２年度実績値

市内全小・中・義務教育学校において、計画に沿って、福祉・環境委・国際理解・地
域交流など、地域の特色を生かした総合的な学習を実施しました。

令和２年度進捗率 評価

  総合的な学習の時間は、自ら学び、自ら考え、問題を解決する学習活動を展開し、自己の生き方を考え
ることができる児童生徒を育成するものです。
  現在、市内の全小中学校・義務教育学校で、年間計画の見直しなど、授業の工夫、改善を図っており、
今後も、児童生徒の課題解決能力の育成を目指します。

実施予定内容
・地域の特色や学校の実態に応じて、福祉・環境、国際理解、地域交流などの学習を
通して、課題解決能力の育成を図ります。
・関係者との連携を図りながら、授業形態を工夫して計画的に学習を進めます。

―

令和２年度目標値 令和２年度実績値

―

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）
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③各分野の連携による豊かな心身の育成

基本目標３　地域ぐるみで子どもを育てる環境づくり　３－２　生きる力を育む教育環境の整備

81

円

82

円1,391,572
予算/決算

令和２年度

予算額 1,697

実施内容

実施予定内容
・各小・義務教育学校において、10月または11月に就学予定者対象に健康診断を実施
します。
・欠席者を対象に市の保健センターにて健康診断を実施します。

実施内容
・市内全小・義務教育学校において10月または11月に就学予定者対象に健康診断の実
施。欠席者対象に市保健センターにおいて健康診断の実施しました。

目標値の根拠 ―

事業概要及び今後の方向性

― ―

  就学時健康診断は、就学予定者の心身の状況を把握し、保健上の必要な助言を行うとともに、適正な就
学についての指導を行うものです。
  今後も、学務課や各学校の連携のもと、取り組みます。

指標

評価

― ― ― ―

― ― ― ―

実施予定内容

・市内小・中学校に学校評議員を置き、学校評議員会を実施しました。
・小学校1校、義務教育学校において、学校評議員にかわる学校運営協議会委員を配置
し、学校運営協議会を実施しました。

予算/決算
令和２年度

予算額

令和２年度進捗率

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

学校運営に関し、学校・家庭・地域の連携を深めるため、市内全小・中・義務教育学
校それぞれに学校評議員を配置し、学校評議員会を実施します。

千円 決算額

令和２年度目標値 令和２年度実績値

担当課就学時健康診断

895 千円 決算額 725,762

指導課

担当課学校評議員制度 指導課

事業概要及び今後の方向性

  学校評議員制度は、学校・家庭・地域の連携を深め、一体となって学校教育を推進するものです。
  現在、市内の全小中学校・義務教育学校で制度を実施しており、今後も、学校評議員制度を活用し、学
校・家庭・地域の連携を深め地域に根ざした学校教育の推進を図ります。

― ― ―

現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

―

目標値の根拠 ―

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

47



③各分野の連携による豊かな心身の育成

基本目標３　地域ぐるみで子どもを育てる環境づくり　３－２　生きる力を育む教育環境の整備

83

円

令和２年度

実施内容

1,677 千円

令和２年度進捗率 評価

1,800人

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

スポーツ推進課

事業概要及び今後の方向性

  スポーツ少年団事業は、スポーツを通じて青少年のこころとからだを育てることを目的としている、ス
ポーツ少年団組織を支援するものです。
  今後も、スポーツ少年団組織の支援を継続し、現状の団員数の維持を目指します。

担当課スポーツ少年団事業

登録団員数

令和２年度目標値 令和２年度実績値

2,098人

1,910人

予算額

目標値の根拠
少子化である事実を踏まえ、前年度比98％程度の水
準を維持することを目標とします。

1,677,000

1,768人 92.6% A

実施予定内容
表彰式、運動適性テスト、リーダー育成研修会、親子スポーツのつどい、登録指導者
研修会、スタートコーチ養成講習会、ミニ駅伝大会、母集団育成研修会、スポ少種目
別大会、市民体育祭種目別大会

決算額

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、表彰式は中止したが、２３２人を表彰しました。
・各団において運動適性テストを実施しました。
・スポ少種目別大会（２大会）、市民体育祭種目別大会（４大会）

予算/決算
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④地域ぐるみの教育力の向上

基本目標３　地域ぐるみで子どもを育てる環境づくり　３－２　生きる力を育む教育環境の整備

84

円

8地区 8地区 100% A

中央公民館

事業概要及び今後の方向性

  家庭教育学級は、各公民館において、幼児期・小学生期・中学生期のそれぞれの保護者などを対象とし
た講座を実施するものです。
　今後も、参加者のニーズを把握しながら、親子のより良い関係を築けるよう事業を進めます。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

実施地区数 8地区 8地区

担当課家庭教育学級

目標値の根拠
引き続き、市内8地区で充実した事業を実施すること
を目標とします。

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

7つの地区で幼児から中学生期までの家庭教育学級を計画したが、新型コロナウイルス感染防止のため、
ほとんどの事業を中止しました。
・幼児期　　　　　　 11事業　のべ48回　 727人
・小学生期・中学生期　1事業　のべ1回　　  7人

予算/決算
令和２年度

予算額

実施予定内容
実施地区：８地区
《令和２年度目標値の考え方》
市内全８地区での実施を目標

215 千円 決算額 130,000

実施内容
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⑤子どもの健全育成と未来を担う人財育成の推進

基本目標３　地域ぐるみで子どもを育てる環境づくり　３－２　生きる力を育む教育環境の整備

85

円

86

円864,000

実施内容

実施内容
・補助金の交付を行いました。
・読み聞かせ公演会、講演会、非行防止キャンペーン、青少年の地域活動の推進、
　「家庭の日」普及・啓発事業等、市民会議事業の支援を行いました。

予算/決算
令和２年度

予算額 864 千円 決算額

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率

こども政策課

こども政策課

事業概要及び今後の方向性

　青少年健全育成条例普及啓発活動は、埼玉県青少年健全育成条例及び、春日部市青少年健全育成基本条
例の普及、啓発を行うものです。
  今後も、普及、啓発活動を継続します。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

― ― ―

担当課青少年健全育成条例普及啓発活動

目標値の根拠 ―

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

事業概要及び今後の方向性

99人 117人

― ― ― ―

　青少年育成春日部市民会議が、関係機関・団体と連携し実施している、環境浄化活動、家庭教育活動、
青少年体験活動などを支援するものです。
  今後も、組織の周知に力を入れるとともに、各団体が連携できる事業の実施を促します。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

　青少年育成春日部市民会議や青少年育成推進員協議会とともに、市及び県条例の普
及・啓発活動を行いました。

予算/決算
令和２年度

予算額

実施予定内容
　青少年育成春日部市民会議や青少年育成推進員協議会とともに、市及び県条例の普
及・啓発活動を行います。

担当課青少年育成春日部市民会議の支援

― 千円 決算額 ―

評価

105人 88人 83.80% A

実施予定内容
・補助金の交付を行います。
・読み聞かせ公演会、講演会、非行防止キャンペーン、青少年の地域活動の推進、
　「家庭の日」啓発事業等、市民会議事業の支援を行います。

青少年育成春日部市民会議の会員数

目標値の根拠
これまでの実績から、毎年３人ずつ増やすことを目
標とします。
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⑤子どもの健全育成と未来を担う人財育成の推進

基本目標３　地域ぐるみで子どもを育てる環境づくり　３－２　生きる力を育む教育環境の整備

87

円

88

円

担当課青少年相談員の支援

令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

青少年相談員の人数

・補助金の交付を行いました。
・学校訪問、家庭の日普及・啓発活動、青少年育成推進員協議会の事業及び青少年育
成推進員の地区活動の支援を行いました。

予算/決算
令和２年度

実施内容

令和２年度目標値

46人

こども政策課

事業概要及び今後の方向性

　青少年育成推進員の支援は、青少年に望ましい地域環境を作ることを目的として、市長が委嘱した「青
少年育成推進員」の活動を支援するものです。
  今後も、委嘱配置目標を下回ることがないよう助言していくとともに、各推進員が問題なく活動できる
よう支援します。

担当課青少年育成推進員の支援

青少年育成推進員の人数 46人

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

・補助金の交付を行いました。
・青少年相談員協議会の活動の支援を行いました。

46人

実施内容

46人 100.00% A

実施予定内容
・補助金の交付を行います。
・学校訪問、家庭の日普及活動、視察研修、三市合同研修会等、青少年育成
　推進員協議会の事業及び青少年育成推進員の地区活動の支援を行います。

令和２年度目標値 令和２年度実績値

決算額

事業概要及び今後の方向性

こども政策課

262 千円

3人

令和２年度

予算額 380 千円 決算額 130,528

目標値の根拠
１小学校区あたり２人の推進員の配置を維持するこ
とを目標とします。

予算/決算

4人 4人 100.00% A

242,708

6人

目標値の根拠
令和2年度、令和4年度、令和6年度の委嘱時に1人ず
つ増やすことを目標とします。

令和２年度進捗率 評価

　青少年相談員の支援は、青少年のリーダーとして、埼玉県知事から委嘱されて、野外活動など青少年の
体験活動の機会の提供を行っている「青少年相談員」の活動を支援するものです。
  今後も、市民周知に力を入れるとともに、活動を支援します。

予算額

実施予定内容
・補助金の交付を行います。
・収穫体験、青少年育成市民会議への協力活動等、青少年相談員協議会の活動の
　支援を行います。
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⑤子どもの健全育成と未来を担う人財育成の推進

基本目標３　地域ぐるみで子どもを育てる環境づくり　３－２　生きる力を育む教育環境の整備

89

円

90

円

指標 現状値（平成３０年度）

目標値の根拠
より充実した内容で子どもたちを育成し、参加者を
増やすことを目標とします。

令和２年度目標値 令和２年度実績値

年少リーダー研修会 担当課

事業概要及び今後の方向性

学務課

指標 現状値（平成３０年度）

毎年度10％ずつ提案件数を増やすことを目標としま
す。

  学業、スポーツ、芸術等の分野は問わず、児童生徒が日頃から思い描いている挑戦したい、実現したい
夢や希望に関する提案に対し奨学金を交付します。

973,000

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

20件 22件 110% A

中央公民館

実施内容
新型コロナウイルス感染防止のため、今年度は宿泊を伴う野外活動事業は中止し、市
内での活動を中心としました。様々な体験をさせるとともに、自分たちで年少の子ど
もたち向けの事業も企画しました。

事業概要及び今後の方向性

  さまざまな体験を通して、強く、たくましく生きる力を持つきっかけとしてもらい、地域で活動する青
少年リーダーを育てます。

担当課

目標値（令和６年度）

事後研修を含めた延べ参加者数 378人 400人

令和２年度進捗率 評価

参加人数400人 参加人数67人 16.80% B

実施予定内容
リーダーとしての資質を高めるための体験学習
各地区で行われるイベント運営のスタッフとしてボランティア参加
自分たちで子ども向けのイベントを企画・運営

未来を育む奨学金（未来を担う人財育成事業）

予算/決算
令和２年度

予算額 決算額 063,492 千円

目標値（令和６年度）

事業提案提出件数 16件 30件

実施内容

・広報かすかべ4月号、12月号に事業内容を掲載し、周知を行いました。また、事業のチラシを市内小・中・義務教
育学校に配布し、公式ツイッターやホームページでも告知を行いました。令和2年度は22件の応募があり、審査を通
過した2件の新規事業と、昨年度から継続している4件の事業と合わせて6件の提案事業に奨学金を交付しました。
・提案事業の取組み状況についてホームページに掲載し、事業を周知しました。

予算/決算
令和２年度

予算額 4,531 千円 決算額

目標値の根拠

実施予定内容

・市の広報紙及びホームページへの掲載やチラシの配布等により提案を募集し、審査を通過した事業に
対して、奨学金を交付します。
・前年度までに採用された提案事業の取組み状況をホームページに掲載することで、事業の周知を図り
ます。
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⑤子どもの健全育成と未来を担う人財育成の推進

基本目標３　地域ぐるみで子どもを育てる環境づくり　３－２　生きる力を育む教育環境の整備

91

円

指標

実施予定内容
・市内公立中学校等、または市内に住所を有し、私立中学校等に在籍する中学３年生を対象に公益財団
法人 日本英語検定協会が実施する英語検定の３級団体検定料を助成します。
・市内公立中・義務教育学校を準会場とすることで受験しやすい環境を整えます。

実施内容
・中学3年生を対象に、公立中・義務教育学校に在籍する627名の生徒と、市内に住所を有し在
籍する私立中学校等で団体受験をした17名の生徒に、3級団体受験料を上限に英語検定料の助成
を行いました。

目標値（令和６年度）

英語検定料助成の申請者数 475人 1,080人

目標値の根拠

71.60% B

7,106

900人 644人

千円 決算額

現状値（平成３０年度）

2,406,300

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

予算/決算
令和２年度

予算額

対象生徒数（約1,800人）の６割に助成することを目
標とします。

担当課英語検定料助成（未来を担う人財育成事業） 学務課

事業概要及び今後の方向性

  中学校３年生（義務教育学校後期課程３年生）を対象に英語検定料を助成し、学習意欲の向上と英語力
の強化を図るものです。
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①子どもの居場所づくりの推進

基本目標３　地域ぐるみで子どもを育てる環境づくり　３－３　心豊かに育つ場づくり

92

円

93

円

  子育てふれあい公園リニューアル事業は、子どもから高齢者までの幅広い世代が一緒にふれあえるよう
な公園の再整備を行うものです。
　今後も、引き続き１～２か所/年程度の公園の再整備を目標にします。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

再整備公園数

千円 決算額 46,209,825

市民参加推進課

事業概要及び今後の方向性

  学習を目的とした児童への場所の提供は、地域において児童が安全に過ごすことができる週末などの居
場所づくりを推進するため、学習を目的とした場所の提供を行うものです。
　今後も、ハーモニー春日部の情報ライブラリーにおいて学習を目的とした席を提供し、子どもの居場所
を作ります。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

情報ライブラリー年間利用者数 3,386人 4,000人

担当課学習を目的とした児童への場所の提供

目標値の根拠
開館日数の増加により、利用者を増やすことを目標
とします。

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率

実施内容

13か所

公園緑地課

評価

4,000人 0人 0% B

21,120,000

・新型コロナウイルス感染拡大防止の為、令和2年度は利用を中止しました。

予算/決算
令和２年度

予算額

実施予定内容
・ハーモニー春日部の情報ライブラリーの周知の為、広報誌への掲載や利用促進につ
ながるポスター掲示等を実施して利用者数の増加を図る。
※指定管理者制度による管理・運営のため予算額は年間の指定管理料を記入。

千円 決算額

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率

担当課子育てふれあい公園リニューアル事業

46,210

12か所 92.3% A

実施予定内容

《令和２年度目標設定の考え方》
　面積・地区・時間などの各要件を満たした街区公園に関し、美化協定の締結状況、地域からの要望などを踏まえ、再整備を行
う公園を選出し、再整備を進めます。
《令和２年度実施予定》
　豊町第３公園

実施内容 豊町第３公園再整備工事　１箇所

予算/決算
令和２年度

予算額

事業概要及び今後の方向性

10か所

目標値の根拠

21か所

評価

毎年度２か所ずつ再整備することを目標とします。

22,000
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基本目標３　地域ぐるみで子どもを育てる環境づくり　３－３　心豊かに育つ場づくり
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円
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円

11,213人

予算額

実施予定内容

実施予定内容
・市内全小学校及び義務教育学校で実施する。
・放課後子ども教室の運営支援を行うことにより、すべての児童が放課後等を安心・
安全に過ごし、多様な体験・活動を行えるように実施体制を強化する。

表彰状授与枚数

令和２年度目標値

予算/決算

4,342枚 4,757枚 109.6%

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

  青少年地域活動・ボランティア活動推進事業は、児童・生徒が地域活動やボランティア活動を行い、多
様な体験や活動を行う機会を通じて、自立心、主体性、協調性を育むため実施するものです。
  今後も、引き続き学校や地域等と連携を図りながら、児童生徒の活動を支援するとともに、人に喜ばれ
る活動やよい行いに対して各小中学校・義務教育学校が評価する表彰活動を推進していきます。

コロナ禍の中における事業実施となりましたが、密の回避その他の感染症対策を講じて、武里
南小学校において放課後子ども教室を４回実施しました。また、牛島小学校及び豊野小学校に
おいて実施に向け準備を進めましたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、やむを得
ず中止しました。

実施内容

令和２年度進捗率 評価

・情報提供を行うことにより主体的な地域活動・ボランティア活動を促します。
・地域活動・ボランティア活動を記録する「ボランティア手帳」を配付します。
・評価・表彰活動を推進するため表彰状用紙の配付を行います。

A

616,146

市内小中学校及び義務教育学校に地域活動及びボランティア活動の情報提供を行うとともに、
ボランティア手帳及び表彰状用紙を配布することにより、児童・生徒が、自立心・主体性・協
調性を育むために行う多様な体験活動に参加する機会を設けることができました。

実施内容

担当課青少年地域活動・ボランティア活動推進事業

令和２年度

予算額 86 千円 決算額 172,716

目標値の根拠

社会教育課

事業概要及び今後の方向性

評価

これまでの実績に基づき、毎年度参加延べ人数を２
００人ずつ増やすことを目標とします。

12,000人

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

担当課放課後子ども教室（令和６年度までの実施計画）

放課後こども教室の参加児童延べ人数

令和２年度目標値

令和２年度実績値

決算額

事業概要及び今後の方向性

社会教育課

2,417 千円

3,948枚 5,000枚

目標値の根拠
事業周知を拡大することにより、最終年度までに３人に１人の
児童生徒に、表彰状を授与することを目標とします。

予算/決算
令和２年度

  放課後子ども教室は、すべての児童が放課後等を安心・安全に過ごし、多様な体験・活動を行えるよ
う、地域の方々の参画を得て実施するものです。
  国の「新・放課後子ども総合プラン」に基づき、全小学校区で実施し、事業の拡充を図ります。また、
放課後児童クラブとは、一体型としていきます。今後も、引き続き関係機関や関係部局で構成される運営
委員会を設置し、余裕教室の活用や、放課後児童クラブ及び放課後子ども教室の連携などについて検討を
行い、事業の充実を図っていきます。

10,797人

151人 1.3% B

令和２年度実績値 令和２年度進捗率
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①子どもの居場所づくりの推進

基本目標３　地域ぐるみで子どもを育てる環境づくり　３－３　心豊かに育つ場づくり

96

円

子どもを対象とするスポーツ教室などの実施事業 担当課

24,200人 55人 0.20% B

実施予定内容
親子スポーツ教室、楽しくドッジボール教室、市民体育祭各地区大会、巡回スポーツ
教室、健康づくりのつどい、健康スポ・レクフェスタ、出前講座、学校プール開放事
業

スポーツ推進課

子どもが参加できるスポーツ教室などの参加者数 23,723人 25,000人

目標値の根拠 毎年度200人ずつ増やすことを目標とします。

令和２年度目標値 令和２年度実績値

指標 現状値（平成３０年度）

令和２年度進捗率 評価

予算/決算
令和２年度

予算額 12,842 千円 決算額 59,940

実施内容
出前講座（放課後子ども教室）・・・２回実施
他の事業は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、実施を見合わせました。

事業概要及び今後の方向性

  子どもを対象とするスポーツ教室などの実施事業は、親の交流拠点、子どもの居場所・遊び場づくりの
観点から、子どもやその保護者が参加できる事業を計画し、実施するものです。
　今後も、開催曜日や定員などを考慮し、子どもやその保護者が参加したいと思える教室、イベントなど
の事業を計画することで、参加人数の増加を図り、更なるスポーツ・レクリエーションの振興に努めま
す。

目標値（令和６年度）
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②地域の活動・交流拠点づくり

基本目標３　地域ぐるみで子どもを育てる環境づくり　３－３　心豊かに育つ場づくり
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円
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円

実施予定内容

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、利用人数や利用時間に制限を設けながら、工夫を凝らした事業を実施しま
した。
・春日部第１児童センター(エンゼル・ドーム):クリスマスコンサート、zoomを使用したwebママ会等　年間来館者
30,368人
・春日部第２児童センター(グーかすかべ):県民の日特別イベント、グーかす横丁等　年間来館者15,227人
・庄和児童センター(スマイルしょうわ):壁面製作、児童センターの先生になろう等　年間来館者15,502人

予算/決算
令和２年度

予算額

実施内容

実施予定内容

・6月の男女共同参画週間に合わせて開催します。
・利用団体公開活動、市民企画ワークショップ、実行委員会企画、キッズプログラム、展示等を行って
男女共同参画に関する様々な情報を提供します。
※指定管理者制度による管理・運営のため予算額は年間の指定管理料を記入。

実施内容
・緊急事態宣言発出により準備作業が出来ず、11月に開催しました。
・開催内容を大幅に縮小して完全予約制で実施、安心安全な運営を行いました。

予算/決算
令和２年度

予算額

目標値の根拠

46,210

目標値の根拠
最終年度までに、１ポイント向上させることを目標
とします。

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

97.3% 96.00% 98.70% A

千円 決算額

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率

担当課ハーモニーフェスタ

210,508 千円 決算額 203,828,045

市民参加推進課

現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

参加者数

評価

4,300人 295人 7% B

広報活動を拡大することにより、参加者を増やすこ
とを目標とします。

46,209,825

こども政策課

事業概要及び今後の方向性

　児童館運営事業は、児童の健全育成を図るため、ボランティア・地域と連携しながら、多様な事業を展開
し、親の交流拠点、子どもの居場所・遊び場づくりとしての充実及び整備に努めます。
  今後も、子育て支援施設の中心として、児童館３館それぞれの特色をいかした運営を進めます。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

児童センター利用者の満足度 96.9% 98.0%

担当課児童館運営事業

事業概要及び今後の方向性

4,051人 5,000人

  ハーモニーフェスタは、ハーモニー春日部において、男女共同参画に関するワークショップの開催のほか
子育て支援や子ども主体のワークショップなど、多種多様な催しなどを年１回数日間にわたり開催するもの
です。
　今後も、より多くの参加者を得るため積極的に広報活動を実施します。

指標

　ボランティア・地域と連携しながら子育て支援施設の中心として、児童館3館それぞ
れの特色を活かした運営を進めます。
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新型コロナウイルス感染拡大の影響により、第28回かすかべ郷土かるた大会を中止しました
が、コロナ禍における新たな取り組みとして、絵札を拡大したジャンボかるたを活用した郷土
学習を小学３年生を対象に20校で実施したことにより、郷土に対する意識の向上に繋げること
ができました。

令和２年度進捗率 評価

  かすかべ郷土かるた大会は、かすかべ郷土かるたを使用し、青少年の交流及び郷土に対する意識の高まり
を図るものです。
  今後も、地域や関係機関、協力団体と連携し、青少年の健全育成活動を支援しながら、大会の充実を図り
ます。

実施予定内容
・第28回かすかべ郷土かるた大会を開催します。
・市内小学校（義務教育学校前期課程含む）3学年を対象に、かすかべ郷土かるた学習
（出前講座）を実施します。

参加者数

令和２年度目標値 令和２年度実績値

大会の広報周知に努め、毎年度３人（１チーム）増
やすことを目標とします。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

実施内容

現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、第28回かすかべ郷土かるた大会を中止しましたが、コロナ
禍における新たな取り組みとして、絵札を拡大したジャンボかるたを活用した郷土学習を小学３年生を
対象に20校で実施したことにより、郷土に対する意識の向上に繋げることができました。

予算/決算
令和２年度

実施内容

担当課かすかべ郷土かるた大会

令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

決算額

事業概要及び今後の方向性

750人 768人

こども政策課
社会教育課

事業概要及び今後の方向性

　かすかべ郷土かるた大会は、かすかべ郷土かるたを使用し、青少年の交流及び郷土に対する意識の高まり
を図るものです。
  今後も、地域や関係機関、協力団体と連携し、青少年の健全育成活動を支援しながら、大会の充実を図り
ます。

こども政策課
社会教育課

80 千円

参加者数

令和２年度目標値

指標

0人 0% B

実施予定内容
・第28回かすかべ郷土かるた大会を開催します。
・市内小学校（義務教育学校前期課程含む）3学年を対象に、かすかべ郷土かるた学習
（出前講座）を実施します。

担当課かすかべ郷土かるた大会

令和２年度

予算額 80 千円 決算額 0

目標値の根拠
大会の広報周知に努め、毎年度３人（１チーム）増
やすことを目標とします

予算/決算

756人 0人 0% B

0

750人 768人

目標値の根拠

756人

予算額
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現状値（平成３０年度）

1回 1回

目標値の根拠 毎年度1回実施することを目標とします。

令和２年度目標値

土器作り教室 担当課

文化財保護課

令和２年度進捗率 評価

1回 0回 0% B

実施予定内容
１日目に土器の形作り、２日目に土器の野焼き、火熾し体験、勾玉作りを行います。
また、環境経済部との連携により、希望者を対象とした果実の収穫体験を行います。

目標値の根拠
講座の内容に考古学など新たな分野を加えることに
より、実施回数を増やすことを目標とします。

文化財保護課

実施内容 新型コロナウイルス感染拡大防止のため事業を中止しました。

事業概要及び今後の方向性

  土器作り教室は、親子参加の土器作り教室で製作過程を通じて、縄文時代の生活を体験すると同時に親子
のコミュニケーションを図るものです。
　今後も、年１回の事業を継続することにより、親子が交流できる場を提供することを目標とします。

指標

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

実施回数

担当課体験講座（夏季講座も含む）

予算/決算
令和２年度

予算額 ― 千円 決算額 ―

令和２年度実績値

事業概要及び今後の方向性

  体験講座（夏季講座も含む）は、わらじやしめ縄作りなど、昔ながらのものを親子で一緒に製作して、共
通の体験の場を提供するものです。
　今後も、引き続きさらに親子が参加しやすい状況に対応できるよう、講座内容を検討します。

目標値（令和６年度）

実施回数 4回 5回

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

4回 2回 50% B

実施予定内容

《令和２年度目標値》実施回数：４回
《令和２年度目標値設定の考え方》実施回数は他の講座の開催日数を考慮して算出。
《令和２年度の実施予定》体験講座として、わらじ編み・子ども考古学教室・ミニぞうり作り・しめ縄作りを４回、一般市民だ
けでなく親子参加で行います。
《その他》自由参加の体験ワークショップを１２回予定しています。

実施内容

・令和2年11月7日(土)体験講座（ミニぞうり作り）
・令和2年12月13日(日)体験講座（しめ縄作り）
・体験講座（わらじ編み教室）、子ども考古学講座は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止しました。
・その他　自由参加のワークショップを2回開催

予算/決算
令和２年度

予算額 14 千円 決算額 0
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102

円

103

円

評価

75.80% B

  各種体験講座や学習講座の実施は、各公民館において、子どもたちの価値観の多様化に対応するため、さ
まざまな体験活動や学習の機会を提供するものです。
　今後も、事業内容やＰＲ方法を工夫し、より社会性豊かな人間性を育むことができる体験活動や学習の機
会を提供します。

指標

予算/決算
令和２年度

予算額

実施予定内容
季節や地域の実情に応じた様々な体験事業を実施します。
料理教室、科学教室、昆虫観察や星空観察、キッズフェスタ子ども会との共催事業、
昔の遊び教室などの体験事業。

実施内容

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、工夫しながら武里東、幸松第二、藤塚、武里南地区を除く12
館で実施
季節に応じた、また地域のニーズや特色に合わせた事業展開を行いました。
料理教室、科学教室、キッズフェスタ、子ども会との共催事業、蝶の観察会、星空観察など

目標値（令和６年度）

実施か所数 13館 16館

目標値の根拠
最終年度までに、市内16館すべてで事業を実施する
ことを目標とします。

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率

担当課各種体験教室や学習講座の実施 中央公民館

事業概要及び今後の方向性

担当課子どもの読書活動推進

16館 12館

社会教育課

事業概要及び今後の方向性

  図書館は、地域における本や読書の専門機関であり、子どもの読書活動を推進するための運営を実施しま
す。

千円 決算額

現状値（平成３０年度）

40,000

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

児童書貸出冊数 315,658冊 352,000冊

目標値の根拠
年間3,300冊（増加率１％）ずつ増やすことを目標と
します。

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

338,800冊 188,561冊 55.70% B

実施予定内容
①児童書の充実・整備②読書環境の整備（児童展示コーナーの充実、中高生向けのコーナーの充実）③子どもとその保護者の図書館利用者を対象にし
たアンケート調査④学校等との連携・協力（団体貸出、学校おはなし会、ブックトーク）⑤図書館を使った調べる学習コンクール（中央・武里・庄和
各図書館）8月⑥子ども司書講座（中央・武里・庄和 各図書館）8月予定⑦ぬいぐるみおとまり会（中央・武里・庄和 各図書館）中央1月・庄和3月予
定⑧夏休み読書マラソン（中央・武里・庄和 各図書館）8月1日～8月31日⑨本の福袋（中央・武里・庄和 各図書館）1月予定

200

実施内容

①、②、④は通年実施しました。図書館３館では、⓷「子ども向け読書アンケート調査」を３月に、⑧「夏休み読書マラソン」
を８月中に実施しました。⑤「春日部市図書館を使った調べる学習コンクール」は７～９月に実施し、地域コンクール優秀者１
名が全国コンクールにおいて文部科学大臣賞を受賞しました。また、武里・庄和図書館では、⑥「子ども司書講座」を８月に、
⑨「本の福袋」を３月に実施しました。なお、⑦「ぬいぐるみおとまり会」は、実施準備はしていましたが、新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため実施を見送りました。

予算/決算
令和２年度

予算額 ― 千円 決算額 ―
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円

社会教育課

目標値（令和６年度）

担当課おはなし会

― ― ― ―

実施予定内容

①おはなし会 小さい子（4歳から9歳／中央・武里・庄和　各図書館）毎週土曜日
　　　　　　 大きい子（小学生／中央・武里・庄和　各図書館）第2･4土曜日
②夏休み親子おはなし会
　小さい子（4歳から9歳とその保護者／中央・武里・庄和　各図書館）夏休み期間中の毎週土曜日
　大きい子（小学生とその保護者／中央・武里・庄和　各図書館）夏休み期間中の第2･4土曜日

事業概要及び今後の方向性

  おはなし会は、本と子どもを結びつけるため、ストーリーテリングや絵本の読み聞かせを行うものです。
今後も、ボランティアと連携して実施します。

指標

― ― ―

目標値の根拠 ―

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

現状値（平成３０年度）

実施内容
・新型コロナウイルス感染拡大の影響により、図書館の利用制限に伴う休止期間がありました。
・再開後は参加人数の制限などの対策を講じながら実施し、おはなしの世界を想像して楽しむ経験を通
して子どもの自主的な読書活動と心の成長を図りました。

予算/決算
令和２年度

予算額 ― 千円 決算額 ―
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105

円

106

円

目標値の根拠
過去の実績を考慮し、参加者を増やすことを目標と
します。

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

参加人数 7,769人 11,600人

担当課三世代交流事業 高齢者支援課

事業概要及び今後の方向性

  三世代交流事業は、春日部市いきいきクラブ連合会に委託して、地域ごとに高齢者と子ども、その親の
三世代が軽スポーツやゲームなどのさまざまな活動を通して交流を図るものです。また、いきいきクラブ
連合会の事業として、エンゼル・ドームなどに高齢者が訪問し、子どもたちと交流しながら子育て支援を
行うものです。
  今後も、引き続き同様に実施します。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

予算額

事業概要及び今後の方向性

450人 495人

評価

470人 0人 0% B

　地域に根ざしたスポーツの普及・促進及び市民の健康増進を図るとともに、三世代のきずなを深めま
す。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

参加者数

11,600人 1,853人 16.00% B

―

令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、事業を中止するクラブが増加しまし
た。また、エンゼル・ドームでのボランティア活動も中止となったため、参加人数が減少して
います。実施したクラブは感染症対策を行い、屋外でできるラジオ体操等を実施して交流を図
りました。

予算/決算
令和２年度

予算額

実施予定内容

（令和元年度目標値）11,600人
第7期高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画による計画値
《令和元年度実施予定》
　春日部市いきいきクラブ連合会に委託して、各地域ごとに高齢者と子ども、その親の三世代が軽スポーツやゲームなどのさま
ざまな活動を通して交流を図ります。また、いきいきクラブ連合会の事業として、子どもたちと交流しながら子育て支援を行っ
ていきます。

千円

中央公民館

実施内容

決算額

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率

担当課三世代交流スポーツフェスティバル

1,100 千円 決算額 720,000

実績なし（新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止）

予算/決算
令和２年度

目標値の根拠
最終年度までに、参加者を10％増やすことを目標と
します。

―

実施予定内容

講師・協力者等を招いて行うスポーツ体験教室
スポーツギネス大会　体力測定
豊野地区体育振興会推進委員所属団体によるスポーツ体験コーナー
豚汁無料配布

実施内容
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円

令和２年度

参加人数

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

410人

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

  ふれあい大学における小学校連携事業は、ふれあい大学の講座の一環として、児童と高齢者との交流を
図ることにより世代間の相互理解を深め、高齢者の豊かな知識と経験を伝承していく小学校連携講座を実
施するものです。
  今後も、交流を続け、互いの理解を深めていけるような事業を実施します。

367人

高齢者支援課

事業概要及び今後の方向性

担当課ふれあい大学における小学校連携事業

目標値の根拠
ふれあい大学生（160人）、同期会（20人）、１～２年生（200人）、な
かよし学級（30人）に増やすことを目標とします。

328人

予算額 ―

0人 0% B

実施予定内容

（令和元年度目標値）328人 ふれあい大学学生89人　同期会20人　1～2年生186人　なかよし学級33人
《令和元年度実施予定》
　八木崎小学校、桜川小学校の1，2年生とふれあい大学の学生が一緒に、昔の遊びの竹馬・羽子板・コマ回し・お手玉等を行い
交流を図ります。11月10日・11日に実施予定です。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、事業は中止しました。実施内容

決算額― 千円
予算/決算
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円

109

円46,210 46,209,825千円 決算額

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率

担当課子育て意識啓発ポスターなどの掲示

― 千円 決算額 ―

市民参加推進課

実施内容 ・啓発のためのポスター、チラシ、配布物を含めて8回配架しました。

予算/決算
令和２年度

予算額

  子育て意識啓発ポスターなどの掲示は、館内外の掲示物を利用し、虐待防止や父親の育児参加を促すポ
スターなどにより、子育て意識の啓発をするものです。
　今後も、国や県などで作成した子育てなどの啓発ポスターを掲示し、より積極的に啓発活動を実施しま
す。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

公立保育所における地域交流会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため未実施。

予算/決算
令和２年度

予算額

保育課

事業概要及び今後の方向性

　地域交流会は、公立保育所の施設を開放し、就学前の子どもと保護者に遊び場の提供と入所児童との交
流を通して、子育てを応援するものです。
　今後も、引き続き内容の見直しや変更などを行い、参加人数の増加に努めます。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

参加人数 2,146人 2,400人

担当課地域交流会

実施予定内容
公立保育所では地域交流会、民間保育園では園庭開放や保育施設等地域活動事業によ
る地域の子育て家庭への育児講座などを実施します。

実施内容

目標値の根拠
毎年度、２％ずつ参加人数を増やすことを目標とし
ます。

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

事業概要及び今後の方向性

10回 12回

評価

10回 8回 80% A

実施予定内容
・ハーモニー春日部のエントランスホールに子育て意識の啓発、児童虐待防止のポス
ターなどを掲示します。
※指定管理者制度による管理・運営のため予算額は年間の指定管理料を記入。

掲示回数

目標値の根拠
国や県などで作成した子育てなどの啓発ポスター掲示の実績を
維持することを目標とします。

2,400人 0人 0% B
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110

円

110

円

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

実施回数（あしすと春日部・武里市民センター）

実施回数（あしすと春日部・武里市民センター）

令和２年度目標値

24回

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

・あしすと春日部　　　５回実施
・武里市民センター　　５回実施
（新型コロナウィルスの感染拡大防止のため一部中止）

予算/決算
令和２年度

実施内容

令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

24回

生活支援課
こども相談課
中央公民館

事業概要及び今後の方向性

  子育てサロンは、あしすと春日部・武里市民センターや公民館などの公共施設において、子育て中の親
子が集う場で、簡単な遊びを通じて参加者の交流を図るものです。
  今後も、引き続き事業の周知を図り、それぞれの特色をいかした事業展開を進めます。

担当課子育てサロン

目標値の根拠
あしすと春日部、武里市民センターにおいて、引き
続き月１回ずつ開催していくことを目標とします。

予算/決算

24回 10回 41.70% B

―

実施回数　あしすと春日部　5回、武里市民センター　5回
（新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、定員を設けて予約制としました。
緊急事態宣言中は開催を中止しました。）

実施内容

10回 41.70% B

実施予定内容
総合福祉センター（あしすと春日部）　月１回　計12回
武里市民センター　月1回　計12回

令和２年度目標値 令和２年度実績値

決算額

事業概要及び今後の方向性

生活支援課
こども相談課
中央公民館

令和２年度

予算額 107 千円 決算額 44,400

24回

予算額 ― 千円

24回 24回

目標値の根拠
あしすと春日部、武里市民センターにおいて、引き続き月
１回ずつ開催していくことを目標とします。

令和２年度進捗率 評価

　子育てサロンは、あしすと春日部・武里市民センターや公民館などの公共施設において、子育て中の親
子が集う場で、簡単な遊びを通じて参加者の交流を図るものです。
　今後も、引き続き事業の周知を図り、それぞれの特色をいかした事業展開を進めます。

実施予定内容
育児中の親子を対象に簡単な遊びを通じて参加者の交流を図るとともに、主任児童委員や助産
師、家庭児童相談員等との相談により、育児不安やストレスの解消を図ります。広報かすか
べ、市ホームページ、子育て情報メール、ちらし等で周知を行います。

担当課子育てサロン
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基本目標３　地域ぐるみで子どもを育てる環境づくり　３－３　心豊かに育つ場づくり

110

円

111

円

指標 現状値（平成３０年度）

子育てサロン 担当課

事業概要及び今後の方向性

こども政策課

指標 現状値（平成３０年度）

目標値の根拠
現状のとおり、各地区において充実した内容で事業
を展開していくことを目標とします。

令和２年度目標値 令和２年度実績値

赤ちゃんの駅

令和２年度進捗率 評価

95回 40回 42.10% B

実施予定内容
各地域で近隣住民の子育ての拠点として実施します。毎月１回、または隔月で行って
いるが、ニーズに応じた開催回数を実施します。

目標値の根拠 毎年度１施設ずつ増やすことを目標とします。

生活支援課
こども相談課
中央公民館

実施内容
内牧南、豊春地区、豊春第二、幸松地区、豊野地区、藤塚、武里南地区の7公民館で毎月1回実
施しました。庄和地区は奇数月で年6回、武里地区は年5回実施の計画を立てたが、参加新型コ
ロナウイルス感染予防のため、実施数は大幅に減少しました。参加人数は合計850人

事業概要及び今後の方向性

  子育てサロンは、あしすと春日部・武里市民センターや公民館などの公共施設において、子育て中の親
子が集う場で、簡単な遊びを通じて参加者の交流を図るものです。
　今後も、引き続き事業の周知を図り、それぞれの特色をいかした事業展開を進めます。

担当課

目標値（令和６年度）

実施回数（公民館） 95回 95回

　赤ちゃんの駅は、乳幼児がいる保護者の子育てを支援する取組の一環として、外出中の親子が、授乳や
おむつ替えが必要になったときに、気軽に立ち寄れるような場所を提供するため、公共施設や民間施設を
登録しているものです。
  今後も、引き続き制度や設置場所の周知を図り、民間施設の登録数の増加を促進します。

目標値（令和６年度）

登録施設数 72施設 79施設

予算/決算
令和２年度

予算額 117 千円 決算額 117,000

実施内容
広報紙や市公式ホームページ等で積極的に周知しました。
「赤ちゃんの駅」登録施設数78施設

予算/決算
令和２年度

予算額 ― 千円 決算額 ―

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

75施設 78施設 102.70% A

実施予定内容
・広報紙や市公式ホームページ、市公式ＳＮＳ等で、施設の周知を図ります。
・市内事業者に積極的な周知を図ります。
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①新・放課後子ども総合プランの推進

基本目標３　すべての子どもと子育て家庭が安心して暮らせるまちづくり
３－４　放課後の安心・安全な居場所づくり

113

円

113

円

  一体型の放課後児童クラブ及び放課後子ども教室は、同一の小学校内等で両事業を実施し、共働き家庭
等の児童を含めたすべての児童が放課後子ども教室の活動プログラムに参加できるものです。
　本市ではすべての小学校（義務教育学校前期課程を含む）で一体型の放課後児童クラブ及び放課後子ど
も教室が実施されていることから、今後においては、実施回数の増加や各種活動プログラムの充実を図る
ことにより、安心・安全な居場所の確保を進めます。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

放課後子ども教室の参加児童延べ人数のうち放課後
児童クラブ入室児童の割合

保育課
社会教育課

事業概要及び今後の方向性

　一体型の放課後児童クラブ及び放課後子ども教室は、同一の小学校内等で両事業を実施し、共働き家庭
等の児童を含めたすべての児童が放課後子ども教室の活動プログラムに参加できるものです。
　本市ではすべての小学校（義務教育学校前期課程を含む）で一体型の放課後児童クラブ及び放課後子ど
も教室が実施されていることから、今後においては、実施回数の増加や各種活動プログラムの充実を図る
ことにより、安心・安全な居場所の確保を進めます。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

放課後子ども教室の参加児童延べ人数のうち放課後
児童クラブ入室児童の割合

21.5% 24.0%

担当課
一体型の放課後児童クラブ及び放課後子ども教室（令和６年度
に達成されるべき目標事業量）

実施内容

実施予定内容
・放課後子ども教室実行委員会において情報交換・情報共有を図る。
・各放課後子ども教室の運営支援を行うことにより、実施回数の増加や各種活動プロ
グラムの充実を図る。

実施内容

各学校の放課後児童クラブ支援員及び放課後子ども教室の担当者が、参加児童についての情報
共有を図り、放課後児童クラブの入室児童が放課後子ども教室に参加しやすい環境を整える準
備を進めました。（新型コロナウイルス感染拡大の影響により、令和２年度の放課後子ども教
室は１教室のみ実施）

予算/決算
令和２年度

予算額

事業概要及び今後の方向性

21.5% 24.0%

評価

22.4% 25.2% 112.5% A

実施予定内容
放課後子ども教室実行委員会への放課後児童支援員の参加を促し、放課後児童クラブ
が参加しやすいプログラムを実施する。

千円 決算額

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率

目標値の根拠
放課後子ども教室の内容充実を図り、最終年度までに４人
に１人の児童が参加することを目標とします。

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

21.9% 25.2% 112.5% A

担当課
一体型の放課後児童クラブ及び放課後子ども教室（令和６年度
に達成されるべき目標事業量）

― 千円 決算額 ―

保育課
社会教育課

―

放課後子ども教室を実施した教室では、実行委員会において放課後児童クラブの担当
者と情報共有を図りました。

予算/決算
令和２年度

予算額

目標値の根拠
放課後子ども教室の内容充実を図り、最終年度までに４人
に１人の児童が参加することを目標とします。

―
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①新・放課後子ども総合プランの推進
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115

円

115

円

―

予算額

令和２年度

予算額 ― 千円 決算額 ―

目標値の根拠 ―

予算/決算

― ― ― ―

―

実施内容

― ― ―

実施予定内容
指定管理者が行う自主事業として、放課後児童クラブと放課後子ども教室が一体と
なって参加・交流できるプログラムを実施する。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

―

令和２年度目標値 令和２年度実績値

決算額

事業概要及び今後の方向性

担当課
放課後児童クラブ及び放課後子ども教室の一体的な又は連携に
よる実施に関する具体的な方策

保育課
社会教育課

事業概要及び今後の方向性
　本市の放課後児童クラブ及び放課後子ども教室は、一体型での実施がされており、両事業への参加がし
やすい環境になっています。
　また、各放課後子ども教室の実行委員会の委員として放課後児童支援員が参加しているほか、子ども教
室事業の運営方法等に関し必要な意見交換を行う「春日部市放課後子ども教室運営委員会」の委員（関係
行政職員）として放課後児童クラブ担当職員が参加し、積極的な情報交換・情報共有に努めています。
　引き続き、情報交換・情報共有に努めるとともに、それぞれの事業が行うプログラムの企画段階から相
互に意見交換できる場を設けるなど、放課後児童クラブの指定管理者も含め、両事業の児童が交流できる
ような連携を進めます。

保育課
社会教育課

― 千円

担当課
放課後児童クラブ及び放課後子ども教室の一体的な又は連携に
よる実施に関する具体的な方策

令和２年度進捗率 評価

　本市の放課後児童クラブ及び放課後子ども教室は、一体型での実施がされており、両事業への参加がし
やすい環境になっています。
　また、各放課後子ども教室の実行委員会の委員として放課後児童支援員が参加しているほか、子ども教
室事業の運営方法等に関し必要な意見交換を行う「春日部市放課後子ども教室運営委員会」の委員（関係
行政職員）として放課後児童クラブ担当職員が参加し、積極的な情報交換・情報共有に努めています。
　引き続き、情報交換・情報共有に努めるとともに、それぞれの事業が行うプログラムの企画段階から相
互に意見交換できる場を設けるなど、放課後児童クラブの指定管理者も含め、両事業の児童が交流できる
ような連携を進めます。

実施予定内容
・放課後子ども教室実行委員会において情報交換・情報共有を図る。
・放課後子ども教室運営委員会を実施することにより、放課後子ども教室と放課後
　児童クラブの一体的な実施の促進を図る。

―

令和２年度目標値 令和２年度実績値

― ―

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

春日部市放課後子ども教室運営委員会において、放課後児童クラブ担当職員と積極的
な情報交換・情報共有を行いました。

予算/決算
令和２年度

実施内容

令和２年度進捗率 評価

― ―

目標値の根拠 ―

放課後子ども教室担当者と放課後児童クラブの指定管理者との間で両事業の交流について協議
を進めていましたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、大部分の放課後子ども教室
が実施できなかったことから、両事業の児童が交流できるような連携事業は実施できませんで
した。
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円

116

円

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

― ― ― ―

実施予定内容
・放課後子ども教室は、活動プログラムや参加人数に合わせて各学校の特別教室や
　体育館等で実施することにより、児童の安心・安全な活動場所を確保する。

実施内容
学校関係者と協議して、学校教育の目的に使用していない放課後等の時間帯に、体育館、校庭
等の一時的な利用により放課後子ども教室を実施する準備を進めました。（新型コロナウイル
ス感染拡大の影響により、令和２度の放課後子ども教室は１教室のみ実施）

予算/決算
令和２年度

予算額 ― 千円 決算額 ―

事業概要及び今後の方向性

  児童数の減少により今後５年間以内に普通教室として使用されることがないと考えられる教室（余裕教
室等）を、児童の放課後等の安心・安全な居場所や活動場所として確保するものです。
　各学校の余裕教室等の使用計画等について、地域の実状に応じ関係者も交えた協議を進めるとともに、
既に活用されている余裕教室等についても、関係者間の理解を深めつつ、放課後児童クラブ及び放課後子
ども教室への利用に向けた協議を進めます。

目標値（令和６年度）

― ― ―

担当課
小学校の余裕教室等の放課後児童クラブ及び放課後子ども教室
への活用に関する具体的な方策

予算/決算
令和２年度

予算額 ― 千円 決算額 ―

令和２年度進捗率 評価

― ― ― ―

実施予定内容
放課後児童クラブと放課後子ども教室が参加できるプログラムを充実させるととも
に、実行委員会を通して活動場所の確保に努める。

目標値の根拠 ―

保育課
社会教育課

実施内容
新型コロナウイルス感染拡大の影響により、放課後子ども教室の実施場所を体育館や
校庭として密集を回避する方策を取りました。

事業概要及び今後の方向性

　児童数の減少により今後５年間以内に普通教室として使用されることがないと考えられる教室（余裕教
室等）を、児童の放課後等の安心・安全な居場所や活動場所として確保するものです。
　各学校の余裕教室等の使用計画等について、地域の実状に応じ関係者も交えた協議を進めるとともに、
既に活用されている余裕教室等についても、関係者間の理解を深めつつ、放課後児童クラブ及び放課後子
ども教室への利用に向けた協議を進めます。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

― ― ―

目標値の根拠 ―

令和２年度目標値 令和２年度実績値

小学校の余裕教室等の放課後児童クラブ及び放課後子ども教室
への活用に関する具体的な方策

担当課

保育課
社会教育課

指標 現状値（平成３０年度）
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円
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円

実施内容
コロナ禍において定期的な会議を開くことができませんでしたが、令和２年６月に開
催した放課後子ども教室運営委員会において、コロナ禍での放課後子ども教室の実施
状況について意見交換を行いました。

予算/決算
令和２年度

予算額 ― 千円 決算額 ―

現状値（平成３０年度）

―

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

― ― ―

目標値の根拠 ―

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

― ― ― ―

実施予定内容
・放課後子ども教室運営委員会を実施することにより、放課後子ども教室と放課後
　児童クラブの連携状況や課題について情報共有を行い教室運営の充実を図る。

―

担当課
放課後児童クラブ及び放課後子ども教室の実施に係る関係部門
の具体的な連携に関する方策

― ―

保育課
社会教育課

事業概要及び今後の方向性

  放課後児童クラブを所管する市長部局と、学校や放課後子ども教室を所管する教育委員会との間で、両
事業の実施状況や課題などについて、定期的な協議の場を設けるものです。
　各事業の運営方法や施設整備の方針などについて適宜、協議・調整を行うとともに、総合教育会議など
の協議・意見交換の機会を活用し、両事業における情報の把握と課題の解決に努めます。

千円 決算額

担当課
放課後児童クラブ及び放課後子ども教室の実施に係る関係部門
の具体的な連携に関する方策

保育課
社会教育課

事業概要及び今後の方向性

　放課後児童クラブを所管する市長部局と、学校や放課後子ども教室を所管する教育委員会との間で、両
事業の実施状況や課題などについて、定期的な協議の場を設けるものです。
　各事業の運営方法や施設整備の方針などについて適宜、協議・調整を行うとともに、総合教育会議など
の協議・意見交換の機会を活用し、両事業における情報の把握と課題の解決に努めます。

指標

予算/決算
令和２年度

予算額

実施予定内容
それぞれの事業を所管する部署が参加する放課後子ども教室運営委員会において、活
発な意見交換を行うことで、情報共有と課題解決に努める。

実施内容 放課後子ども教室運営委員会において、関係機関と情報共有を行いました。

目標値（令和６年度）

― ― ―

目標値の根拠 ―

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

― ―
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118

円

118

円

放課後子ども教室は、関係者等と情報共有を図り適切な対応に努めます。

実施内容

学校関係者、放課後児童クラブ及び放課後子ども教室担当者の間で情報共有を行い、特別な配
慮を必要とする児童の放課後等の安心・安全な居場所や活動場所の確保する準備を進めていま
したが、コロナ禍において放課後子ども教室自体の開催が少なかったことから、当該児童の放
課後子ども教室への参加がありませんでした。

予算/決算
令和２年度

予算額 ― 千円 決算額 ―

実施内容
発達障害のある児童などについては、保護者との面談や学校とも連携しながら必要な
対応を行いました。

予算/決算
令和２年度

予算額 ― 千円 決算額 ―

保育課
社会教育課

事業概要及び今後の方向性

  虐待やいじめを受けた児童や、言語能力が十分でない児童など特別な配慮を必要とする児童が安心して
過ごすことができる放課後の居場所の確保について検討するものです。
　学校や家庭との密接な連携を図るとともに、当該児童の状況等を学校関係者と放課後児童クラブ及び放
課後子ども教室との間で相互に話し合い、必要に応じ、専門機関や関係機関と連携し、児童の放課後等の
安心・安全な居場所や活動場所の確保を図り、児童の育成支援及び療育を進めます。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

― ― ―

担当課特別な配慮を必要とする児童への対応に関する方策

― ― ― ―

実施予定内容
学校関係者と放課後児童支援員及び放課後子ども教室とで相互に綿密な連携を図るこ
とで、虐待やいじめの状況を把握するように努め、専門機関とも連携し、児童の安
心・安全な居場所の確保を図ります。

事業概要及び今後の方向性

　虐待やいじめを受けた児童や、言語能力が十分でない児童など特別な配慮を必要とする児童が安心して
過ごすことができる放課後の居場所の確保について検討するものです。
　学校や家庭との密接な連携を図るとともに、当該児童の状況等を学校関係者と放課後児童クラブ及び放
課後子ども教室との間で相互に話し合い、必要に応じ、専門機関や関係機関と連携し、児童の放課後等の
安心・安全な居場所や活動場所の確保を図り、児童の育成支援及び療育を進めます。

指標

― ― ―

目標値の根拠 ―

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

担当課特別な配慮を必要とする児童への対応に関する方策
保育課

社会教育課

目標値の根拠 ―

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

― ― ― ―

実施予定内容
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基本目標３　すべての子どもと子育て家庭が安心して暮らせるまちづくり
３－４　放課後の安心・安全な居場所づくり

119

円

120

円

実施予定内容
指定管理者と協力し、地域住民を交えた様々な事業を企画し、放課後児童クラブ内で
実施することで、放課後児童クラブの役割の向上を図ります。

実施内容
コロナ禍において集団生活における制約がある中でも、ZOOMを使ったクイズ大会を行
うなど、指定管理者の創意工夫により、様々な体験を行うことでクラブ活動の充実を
図ることができました。

予算/決算
令和２年度

予算額 ― 千円 決算額 ―

目標値の根拠 ―

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

― ― ― ―

保育課

事業概要及び今後の方向性

　放課後児童クラブが有する「子どもの主体性を尊重し、子どもの健全な育成を図る」という役割を踏ま
え、子どもの自主性や社会性などのより一層の向上を目指すとともに、放課後児童クラブにおける育成支
援の内容について、利用者や地域住民への周知を図っていくものです。
　放課後児童クラブが有する役割をさらに向上させていくため、基本的な生活習慣や異年齢児童等との交
わり等を通じた社会性の取得、発達段階に応じた主体的な遊びや生活ができる「遊びの場」、「生活の
場」として、民間サービス等を活用したさまざまな事業の実施や利用者ニーズを捉えたサービスを提供し
ます。また、クラブ活動において、地域の方の協力を得た行事を実施するなど、地域とも連携を取った育
成支援を行うことで、利用者や地域住民への周知を図ります。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

― ― ―

担当課
放課後児童クラブの役割をさらに向上させていくための方策
と、利用者や地域住民への周知を推進させるための方策

実施内容
指定管理者が行った保護者へのアンケートにおいて、保育時間の延長を求める意見は
あまりなかったことから、引き続き、保護者の働き方の多様化の動向とニーズの把握
に努めるとともに、適切な保育時間となるよう検討していきます。

予算/決算
令和２年度

予算額 ― 千円 決算額 ―

― ― ― ―

実施予定内容
保育時間の延長について、アンケート調査などで利用者のニーズを把握していきま
す。

保育課

事業概要及び今後の方向性

　現在、放課後から19時まで（土曜日や夏休みなどは７時30分から19時まで）となっている放課後児童ク
ラブの開所時間の延長について、検討するものです。
　平成31年４月から保育時間を18時30分から19時に延長し、保育サービスの向上を図っておりますが、今
後においても、利用者ニーズや延長の効果などを総合的に勘案し、本市の実情に応じた開所時間を定めて
いきます。

― ― ―

目標値の根拠 ―

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

担当課
地域の実情に応じた放課後児童クラブの保育時間の延長に係る
取組
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